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第３回八尾小学校・樫尾小学校統合準備協議会　議事概要 

 

 

開 催 日：令和５年１１月２９日（水） 

開催時間：１９時３０分～２０時３０分 

開催場所：八尾コミュニティセンター 

出 席 者：田中会長、宮田(好)副会長、村上委員、田畑委員、西村委員、杉山委員、 

　　　　　沖野委員、藤井委員、橋本委員 

事 務 局：学校再編推進課長　　　　　山口　雅之 

　　　　　学校再編推進主幹　　　　　高岡　太郎 

　　　　　学校再編推進課計画係主査　春田　圭介 

　　　　　学校再編推進課計画係主査　村石　篤彦 

　　　　　（担当課職員） 

　　　　　学校教育課指導主事　　　　中島 心 

 

≪開会≫ 

【司会】　　　　第３回八尾小学校・樫尾小学校統合準備協議会を開催する。 

　　　　　　　　本日は、都合により１名が欠席している。 

　　　　　　　　 

≪議題進行：第５号報告～第１５号報告（学校間の協議・調整事項）≫ 

【会長】　　　　今回の協議会で全ての報告案件を行う。 

　　　　　　　　まず、学校間で協議・調整を行った内容について、一括して学校側より

報告をお願いしたい。 

【委員】　　　　（第５号報告「教育目標」、第６号報告「児童の持ち物等」、第７号報告

「自転車乗車ルール」、第８号報告「学校行事」、第９号報告「児童会」、

第１０号報告「学校集金」、第１３号報告「移転作業」、第１５号報告「Ｃ

Ｓ【コミュニティ・スクール】について説明） 

【会長】　　　　今の委員からの説明について、質問はあるか。 

【委員】　　　　樫尾小学校の体操服をそのまま使用していいとなっていたが、１人や２ 

人着ていると子どもたちの中で混乱が起こるかもしれないと思うが、そ 

の辺りはどうか。 
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【委員】　　　　ＰＴＡとして、今の児童分は購入しようという話でまとまっている。 

【委員】　　　　樫尾小学校の保護者からの意見として、ＰＴＡとして児童分は購入する 

ものの、もし洗濯の都合などで乾かなかったりした場合に使用してもよ 

いという形としてもらったものである。 

体操服がないから樫尾小学校の体操服を着るというわけではない。 

【委員】　　　　承知した。 

【委員】　　　　学校行事の個別懇談会について、樫尾小学校は希望制で４月に行ってい 

たということだが、統合後は、八尾小学校全体で希望制として行ってい 

くということか。 

【委員】　　　　全体で行っていこうと考えている。 

【委員】　　　　これまでも保護者からは、先生と話したいがなかなか機会がないという 

声をいただいていた。樫尾小学校のこれまでの取り組みもあり、統合を 

機会に希望される方との個別懇談会の場を設けたいと考えており、八尾 

小学校全体として希望制という形で取り組んでまいりたい。 

【会長】　　　　他、質問はあるか。 

【委員】　　　　児童会の活動として５年生の田植え・稲刈りの話があったが、統合後も 

地域として協力をしていただけるのか伺いたい。 

【委員】　　　　私としても続けていただきたいと思っている。正式に統合後も続けたい 

という話をいただければ、営農組合とも話をして決定したい。 

【委員】　　　　承知した。 

【委員】　　　　統合後だと５年生は何人程度となるか。 

【委員】　　　　５０名弱である。 

【委員】　　　　移動手段もバスを借りるのか、徒歩で向かうのかそのあたりも話をして 

いきたい。 

【委員】　　　　田植えは樫尾小学校のＰＴＡ行事にも含まれていたが、ＰＴＡも参加し 

ていたのか。 

【委員】　　　　ＰＴＡも含む地域の色々な方に協力をいただいている。 

【委員】　　　　承知した。 

【委員】　　　　統合後の田植え・稲刈りについては、ＰＴＡや老人会を含めどのような 

形とするか細かい話については今後相談してまいりたい。 

【会長】　　　　他に質問はないようなので、次の報告案件に移る。 
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≪議題進行：第１１号報告、第１５号報告（事務局の報告事項）≫ 

【会長】　　　　事務局からの報告事項について、一括して事務局より報告をお願いした 

い。 

【学校再編推進課長】　（第１１号報告「子どもかがやき教室」、第１４号報告「閉校式」につい

て説明） 

【会長】　　　　今の事務局からの説明について、質問はあるか。 

【委員】　　　　招待者に市議会議員がなかったが、今後招待があると考えてよいか。 

【学校再編推進課長】　招待者は決定しているものではない。今後詰めていく予定である。 

【委員】　　　　承知した。 

【会長】　　　　他に質問はないようなので、次の報告案件に移る。 

 

≪議題進行：第１２号報告（ＰＴＡ間の協議・調整事項）≫ 

【会長】　　　　ＰＴＡからの報告事項について、ＰＴＡ側より報告をお願いしたい。 

【委員】　　　　（第１２号報告「ＰＴＡ組織」について説明） 

【会長】　　　　今の委員からの説明について、質問はあるか。 

【委員】　　　　樫尾小学校側で今まで行っていた４月の資源回収はなくなるということ 

でよいか。また、１０月も現時点では実施するかは分からないというこ 

とでよいか。 

【委員】　　　　はい。 

【委員】　　　　例年あったものなので、準備をする人もいるかもしれない。 

公民館からの回覧などで案内をしておいた方がよいと思っている。 

【委員】　　　　八尾中学校では資源回収を行っているか。 

【委員】　　　　行っている。 

【会長】　　　　他に質問ないようなので、報告案件は以上となる。 

 

≪事務連絡：八尾小学校スクールバス体験乗車≫ 

【会長】　　　　事務局より八尾小学校スクールバスの体験乗車について追加報告がある 

と伺っている。事務局より説明をお願いしたい。 

【学校再編推進課長】　（八尾小学校スクールバス（コミュニティバス黒瀬谷線）の体験乗車に

ついて説明） 

【会長】　　　　今の事務局からの説明について、質問はあるか。 
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【委員】　　　　子どもたちは学校に行っている間は何をしているのか。 

【学校再編推進課長】　授業を一緒に受ける予定である。 

【委員】　　　　給食も一緒に食べる予定と聞いている。 

【会長】　　　　バスは宮腰から八尾小学校までの運行ということでよいか。 

【学校再編推進課長】　体験乗車では、今の路線を延長して八尾小学校まで運行する予定である。 

【委員】　　　　体験乗車の１日目は、下校時に各停留所で降車して下校するということ 

か。 

【委員】　　　　学童保育（子ども会）に行く子もいる。 

【委員】　　　　統合後の運行時も各停留所で降りる子と、学童保育に行くのに降りる子 

がいる。体験乗車の日も学童保育へ行く子は小学校で降りる形となる。 

【委員】　　　　学校でも降車場所の希望を聞いて、確実に下車できるようにしたい。 

【委員】　　　　承知した。 

【会長】　　　　他に質問がないようである。 

これまでの協議内容で決定・報告を受けたものは「参考資料１」として 

まとめてあるので、参考に見ていただきたい。 

 

≪事務連絡：黒瀬谷地区からの記念植樹について≫ 

【会長】　　　　最後に他に報告する案件があるものはいるか。 

【委員】　　　　以前提案のあった樫の木の記念植樹についての報告を行いたい。 

　　　　　　　　（八尾小学校での樫の木記念植樹について説明） 

【会長】　　　　今の委員からの説明について、質問はあるか。 

（質問なし） 

 

≪意見交換≫ 

【会長】　　　　本日をもって、この協議会での協議案件・報告案件は全て終了した。 

　　　　　　　　協議会は樫尾小学校の閉校式後に書面決裁で解散を行う予定である。 

　　　　　　　　追加の案件などなければ、本日が協議会委員として顔を合わせる最後と 

なる。どんなことでも構わないので、委員の皆さんから一言ずついただ 

きたい。 

【委員】　　　　子どもたちが仲良くしていけるように、先生方にご協力をお願いしたい。 

【委員】　　　　樫尾小学校では教育振興会（後援会）費があるが、そのすり合わせはい 
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つ行うか。 

【会長】　　　　地域で話すことなので、今後、教育後援会同士ですり合わせしていく。 

【委員】　　　　閉校に向けて、ＰＴＡとしても会費の件があるので、ＰＴＡ同士で話を 

して速やかに進めていきたいので、ご協力をお願いしたい。 

【委員】　　　　スクールバスの行きは保護者が付き添うことが多いと思うが、帰りがや 

はり心配。熊の出没も多い地区なので、バス停から家までが危ない。 

例えば熊の出没状況によっては、家の最も近い場所で降ろしてほしいと 

いうことはできるのか。 

働いている家庭の場合は、下校時刻には親が家にいない状態である。 

少しでも家に近いところでというのは言えることなのか。 

【学校再編推進課長】　コミュニティバスという性質上、停留所があるため、それ以外の場所と 

いうのはなかなか難しい。 

【委員】　　　　難しいのは承知した。 

ただ、よほど熊の出没が多いなど危険な時期は、また学校などとも相談 

させてもらうかもしれない。 

【学校再編推進課長】　状況を見てみないと判断できないこともあると思うが、学校とも相談し 

ていくこととなる。 

【委員】　　　　樫尾小学校は３月の閉校に向けて、子どもたちの感謝の気持ちを育む良 

い機会だと思っている。４月からの八尾小学校での生活に希望を持って 

通っていけるよう、皆さんのご協力をいただきながら交流を続けていき 

たい。 

【委員】　　　　八尾小学校の子どもたちも早く来てほしいと待ち遠しい気持ちになって 

きている。最初は緊張している状態であったが徐々にそういった状況に 

なってきているのが非常にありがたい。 

　　　　　　　　他の委員が言われたように子どもたちが仲良く過ごしてほしい気持ちを 

共有しながら進めてまいりたい。 

【委員】　　　　統合の協議がスムーズに進んだと思っている。 

　　　　　　　　ただ、これから大切なのは統合後に樫尾小学校と八尾小学校の子どもた 

ちが通学して一緒に授業を受ける中で、統合してよかったと思ってほし 

い。もし、今後問題があったとしても市・学校・地域が連携していい答 

えを出せるようにしていきたい。 
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【委員】　　　　黒瀬谷の中で、小長谷台地や晴巒台から八尾小学校に通っている子がい 

　　　　　　　　たりと分かれていた中で、ＰＴＡとして区割りを１つとするかどうかは 

　　　　　　　　地域の活動・子どもたちの活動を含めて、今後話し合って決めていきた 

　　　　　　　　いと思っているので、協力をお願いしたい。 

【委員】　　　　その部分は気にかかっていた。 

　　　　　　　　ただ、これまで分かれて行っていた活動もある中で、すぐに１つとする 

のは難しい。今はこのままでもいずれは「樫尾」という名称で１つにな 

ればいいなと思っている。 

【委員】　　　　承知した。 

【会長】　　　　ありがとうございました。 

　　　　　　　　それでは、最後に私からご挨拶申し上げる。 

（会長　挨拶） 

 

≪閉会≫ 

【司会】　　　　追加の案件がなければ樫尾小学校の閉校式が開催された後、書面評決に

て議会の解散を行いたいと思っている。 

事務局の方で用意の上、各委員の皆様へお送りさせていただく。 

　　　　　　　　以上をもって、第３回八尾小学校・樫尾小学校統合準備協議会を終了す

る。 

 

 

――　了　――


